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Ｄ
Ｃ
を
弱
点
克
服
の
契
機
に

食
、
土
産
、
周
遊
、

公
共
交
通
の
強
化
を
提
言

　

Ｈ
22
・
23
年
度
に
か
け

て
、
県
と
Ｊ
Ｒ
の
共
同
観

光
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

後
藤
は
、
Ｄ
Ｃ
が
数
億

円
を
投
じ
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終

わ
ら
せ
る
の
で
な
く
、
本

県
観
光
が
抱
え
る「
弱
点
」

を
克
服
す
る
契
機
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

提
言
し
ま
し
た
。

　

本
県
観
光
は
首
都
圏
か

ら
温
泉
地
を
直
線
的
に
往

復
す
る
だ
け
の
典
型
的
な

「
直
行
直
帰
型
」
が
中
心

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光

振
興
が
必
ず
し
も
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
現
状

に
あ
り
、
こ
の
克
服
が
カ

ギ
で
す
。

　

後
藤
は
、
具
体
的
克
服

策
と
し
て
①
地
元
農
産
物

を
積
極
活
用
し
た
「
食
」

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
。

②
ブ
ラ
ン
ド
力
の
乏
し
い

「
土
産
」
を
磨
き
上
げ
、

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
③
個
々

の
歴
史
的
資
源
に
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
た
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
史
跡
や
街
な
か

を
「
周
遊
」
で
き
る
企
画

を
作
る
こ
と
。
④
Ｊ
Ｒ
駅

か
ら
降
り
た
先
の
観
光
地

間
を
結
ぶ
「
二
次
交
通
」

で
あ
る
バ
ス
等
の
公
共
交

通
の
活
性
化
に
繋
げ
る
こ

と
。
の
４
点
を
指
摘
し
、

観
光
が
地
域
経
済
に
潤
い

を
も
た
ら
し
、
地
域
お
こ

し
に
繋
が
る
よ
う
な
振
興

策
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
公
共
交
通
は
、

本
県
観
光
の
最
大
の
「
弱

点
」
で
あ
り
、
後
藤
は
、

新
潟
県
や
高
知
県
に
お
け

る
観
光
と
公
共
交
通
を
結

び
つ
け
た
振
興
策
を

視
察
す
る
な
ど
、
研

究
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

本
議
会
で
は
、
特

に
、
観
光
地
間
を
結

ぶ
企
画
観
光
路
線
の

新
設
を
県
が
積
極
的

に
支
援
す
る
こ
と
を

提
言
し
ま
し
た
。
６

月
に
は
、「
富
岡
製

糸
場
」
と
磯
部
温
泉

の
あ
る
「
磯
部
駅
」

間
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
が
始
ま

る
な
ど
、
各
地
域
で

動
き
が
出
て
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。

地域活動　  報告ミニ （豊岡地区）

国道18号と交差する市道を拡幅改良
新設信号に地元要望の名称を付与（中豊岡町）

　国道18号に押しボタン式信号が新設されたことにより、
交通量が増えたものの、市道が狭く車両のすれ違いにも支
障がある問題がありました。後藤は、地元町内会と連携し
国と協議を進め、市道の拡幅工事を行いました。
　また、信号に名称が無かったことから、地元要望に沿っ
て「中豊岡南」と名称を付与しました。

５月14日　下小鳥地区

車両のすれ違いも困難な市道を拡幅し、
安全な走行を確保

　下小鳥、飯塚・飯玉、八幡の３地区での県政報告会を開催し、地域課題の取り組み等を報告しました。

５月15日　飯塚・飯玉地区 ５月30日　八幡地区

地元要望に沿って信号の名称を付与

拡　
　
　

幅　
　
　

前

拡　
　
　

幅　
　
　

後

観
光
を
公
共
交
通
活
性
化
の
起
爆
剤
に

　

上
：
高
知
県
の
路
面
電
車
の
状
況
を
視
察

　

下
：
上
信
電
鉄
の
活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援

観光推進特別委員会観光推進特別委員会
本県観光の弱点克服策を提言


